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標識魚の再捕報告は、放流魚の移動や成長、放

流効果など知る上で重要なデータとなりますの

で、発見された場合は、

①お名前、②再捕月日、③魚種及び標識の種類、

④漁法（刺網とか釣りとか）、⑤場所（○○沖

500mとか）、⑥水深、⑦魚の全長

を最寄りの漁協・水産事務所（普及所）又は当所

にお知らせくださるようお願いします。報告され

た方には粗品を進呈いたします。

（標識放流魚）

ウスメバル マコガレイ キツネメバル

（標　　　識）

アンカータグ スパゲティタグ ダートタグ

年 度 魚 種 年 月 日
全 長
（cm）

尾 数
（尾）

16

17

ウ ス メ バ ル

マ コ ガ レ イ

ウ ス メ バ ル

マ コ ガ レ イ

ウ ス メ バ ル

マ コ ガ レ イ

キツネメバル

H16 .5 .25

H16 .6 .11

H16.10.28

H16.11.11

H17 .6 .27

H17 .4 .15

H17 .6 .24

H17 .6 .27

H17 .11 .7

H17.11.11

H18 .6 .23

H18.11.27

H18 .9 .20

H18.10.20

H18.11.28

標 識 種 類

赤スパゲティタグ（アオゾ2004）

黄スパゲティタグ（アオゾ2004）

青アンカータグ

赤アンカータグ

赤スパゲティタグ（アオゾ2005）

青アンカータグ（片側切除）

青アンカータグ

黄スパゲティタグ（アオゾ2005）

青アンカータグ

黄ダートタグ（アオ97）

黄アンカータグ（片側切除）

白アンカータグ

青アンカータグ

青アンカータグ

白アンカータグ

18

12.5

12.3

10.5

11.1

11.6

10.1

11.3

11.3

10.0

16.2

12.0

10.5

8.7

9.0

6.2

1,997

2,000

373

2,270

617

406

3,139

1,931

1,921

62

1,156

795

2,487

1,688

5,722

場 所

小 泊 村 小 泊

小 泊 村 小 泊

六 ヶ 所 村 泊

三 沢 市

中 泊 町 下 前

中 泊 町 小 泊

中 泊 町 小 泊

中 泊 町 小 泊

六 ヶ 所 村 泊

三 沢 市

中 泊 町 小 泊

深 浦 町 舮 作

六 ヶ 所 村 泊

六 ヶ 所 村 泊

深浦町北金ヶ沢

小
お

笠
がさ

原
わら

大
だい

郎
ろう

浅海環境部　技師

今回の異動で、閉校した海洋学

院から浅海環境部に配属となりま

した。開講した「賓陽塾」で塾生の実習など担当

しています。海洋学院での経験を生かし、一生懸

命がんばります。よろしくお願いします。

尾
お

鷲
わし

政
まさ

幸
ゆき

魚類部　技能技師

階上の栽培漁業振興協会駐在か

ら異動で帰ってきました。過去に

も調査船なつどまりに乗っていたことがあります。

今度は魚類部に配属になりました。頑張ります。

兜
かぶと

森
もり

良
よし

則
のり

浅海環境部　研究管理員

４月にむつ水産事務所より異動

となり、ブイロボの担当となりま

した。

陸奥湾海況自動観測システムが更新整備され、

今年度から本格的な運用が始まっています。より

一層有益な情報提供ができるよう努めて参ります

のでよろしくお願いします。

小
こ

平
だいら

泰
やす

史
し

なつどまり　甲板長

今回開運丸から異動になりまし

た、開運丸では長期航海が多かっ

転　入　者　よ　り　一　言
（あいうえお順）
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平成19年度水産総合研究センター増養殖研究所職員配置

所　　　長
（平野　忠）

総 務 管 理 監
（高谷文昭）

研 究 調 整 監
（塩垣　優）

魚 類 部 長
（吉田由孝）

磯根資源部長
（桐原慎二）

階 上 町 駐 在
（栽培漁業振興協会）

ほたて貝部長
（小坂善信）

試験船なつどまり
（山田雅治船長）

浅海環境部長
（工藤敏博）

庶　務　担　当
荒田　茂主査
田名部智司主事、鹿内長一技能技師

◎兜森良則研究管理員、小野寺陽子主任研究員、
高坂祐樹主任研究員、吉田秀雄主任研究員、
小笠原大郎技師

◎吉田　達主任研究員、山内弘子主任研究員、
川村　要技能技師

◎中西廣義研究管理員、小泉広明技師、
廣田将仁技師、尾鷲政幸技能技師

◎山田嘉暢主任研究員、高橋進吾主任研究員、
松尾みどり技師

高橋宏和技師

機関長（立花勝雄）
二等航海士（高木広美）、
二等機関士（埒見泰宏）、
甲板長（小平泰史）、
機関員（高屋敷一成）

◎副部長

たのですが、今では日帰りで、毎日の通勤にも慣

れました。

養殖関係の仕事は初めてですので、皆様どうぞ

よろしくお願いします。

田
た

名
な

部
ぶ

智
さと

司
し

庶務担当　主事

採用後、今回初めての異動で増

養殖研究所へ来ることになりまし

た。前所属（県土整備部監理課）は夏になると異

常な暑さでしたが、今年は海辺の涼しい環境で頑

張れそうです。これで虫の大量発生さえなければ

最高の職場環境なのですが…。

松
まつ

尾
お

みどり
磯根資源部　技師

鰺ヶ沢の水産総合研究センター

から異動してきました。担当のマ

ナマコのことはまだまだ分からない事だらけです

が、漁業者の皆さんに役立つ研究ができるよう頑

張っていきたいと思いますので、よろしくお願い

します。

吉
よし

田
だ

秀
ひで

雄
お

浅海環境部　主任研究員

海洋学院（平成19年３月末閉校）

から異動になりました。これから

は、浅海環境部のなかで引き続き漁業後継者育成

業務を担当することになりました。漁業という職

業に誇りをもてる後継者を育成することが目標で

す。よろしくお願いします。

吉
よし

田
だ

由
ゆ

孝
たか

魚類部長

魚類の増養殖に携わることとな

りました。海産魚類の種苗生産は、

栽培漁業センターで平成２～５年度に関わったヒ

ラメ以来で、初心に戻ってつくり育てる漁業の一

翼を担うよう頑張りますので、よろしくお願いい

たします（前内水面研究所）。

埒
らち

見
み

泰
やす

宏
ひろ

なつどまり　二等機関士

青鵬丸から異動になりました。

メバルの稚魚捕りは慣れています。

養殖関係の仕事は初めてで、毎日が勉強ですが頑

張りますので宜しくお願いします。


